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平成31年１月10日(第912号) 自動車会議所ニュース

　自賠責保険料積立金のうち約6,100億円が一般会
計に繰り入れられたままになっている問題につい
て、国土交通、財務両省の折衝を経て、平成31年
度予算案において、一般会計から37.2億円が繰り戻
されることが閣議決定された。これは２年連続の繰
り戻しであり、前年度の約23億円から約14億円増の
1.6倍となった。有識者や被害者団体、自動車関係
団体から成る「自動車損害賠償保障制度を考える会」
などの活動が実を結んだ。「考える会」は昨年９月、
当問題の啓発シンポジウムを開催するとともに、当
考える会の呼びかけ人５名が、麻生太郎財務大臣、
石井啓一国交大臣、額賀福志郞自動車議連会長など
に対し陳情活動を展開していた。

〔呼びかけ人　敬称略 順不同〕
〇福田弥夫　日本大学危機管理学部長（座長）

　日本自動車会議所は2018年11月20日、東京・港区
の日本自動車会館「くるまプラザ」会議室で第253
回会員研修会を開催し、SMBC日興証券㈱株式調査
部シニアアナリスト（テクノロジーセクター担当）
の渡邉洋治氏が「アナリストが占う自動車産業の未
来」と題して講演した。参加者は約100名。

【講演のポイント】
⑴　ポストスマートフォンは自動車、ロボティクス、

メドテックの３分野でさらに進化する。
⑵　自動車の電装化は視覚と手足の電化に重要な

センサーとアクチュエーターが高性能となり、
ADAS（先進運転支援システム）の信頼性が向上、
自動運転につながる。

〇桑山雄次　全国遷延性意識障害者・家族の会代表
〇矢代隆義　日本自動車連盟会長
〇髙倉　明　全日本自動車産業労働組合総連合会会長
〇秋田　進　日本自動車会議所保険委員長

不足、クルマ依存の高い地方都市、特に交通弱者
向けの導入が進む。

⑸　カーシェアによる新たなモビリティビジネスの
可能性は明るい。

【会員向けメールサービス】
　配布資料をご希望の方は、当会議所ホームページ

の右上の「お問い合わせ」からお申込みください。
　「件名」に「第253回会員研修会の資料希望」と

ご記入の上、必要事項（お名前、メールアドレス）
をお書きいただき、「本文」にクルマbizの会員ID
を記載してください。

　IDがわからない方は、団体・企業名と所属をご
記載ください。

⑶　自動運転の実現時期は
車速、予測困難性など環
境によって異なり、必要
とする技術（認知・判
断・制御、IE・AIと大
量データ処理）開発が求
められる。

⑷　自動運転の活用は高齢
化、運送業のドライバー

昨年９月に麻生財務大臣を訪問した「考える会」メンバー。
左から矢代JAF会長、髙倉自動車総連会長、桑山「家族の会」
代表、麻生大臣、福田「考える会」座長、秋田会議所保険
委員長

渡邉洋治氏
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　日本自動車会議所の専務理事に2019年１月１日付
で、トヨタ自動車㈱の前常務役員、山岡正博氏が就
任した。

山岡 正博（やまおか・まさひろ）氏
＜略歴＞

　1984年３月に同志社大学法学部を卒業後、同年４

日本自動車会議所　山岡 正博専務理事が就任
月トヨタ自動車株式会社入
社。2008年１月秘書部主
査、2014年１月広報部主査、
2017年１月広報部部長を経
て、2018年１月常務役員（調
査部統括、渉外・広報本部
本部長）に就任。2019年１月から日本自動車会議所
専務理事。京都府出身、57歳。

　水澤氏は1946年10月、いすゞ自動車の前身である
ヂーゼル自動車工業に入社し、開発技術者として乗
用車やSUVなどの開発に携わった。1974年６月取
締役、1979年１月常務取締役、1981年１月専務取締
役、1982年１月取締役副社長を経て、1989年１月取
締役会長に就任。同年６月当会議所理事に就任され、
1992年６月まで務められた。「主張のある自動車の
追求と実現」が評価され、2013年に「自動車殿堂入
り」を果たされた。

いすゞ自動車元会長
（当会議所元理事）

水澤 譲治氏
　いすゞ自動車元会長で、当会議所の理事を務めら
れた水澤譲治氏が12月16日、逝去された。95歳だ
った。

訃 報


